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１．はじめに

本工事は、立谷沢川流域の立谷沢地内において工事用道路の補修及び砂防施設等における維持

工事を行うもので、立谷沢川流域を管轄する工事です。月山林道・本沢工事用道路は広範囲で尚

かつ携帯電話がつながりにくく、道路幅が狭く見通しの悪いカーブが連続し、急勾配な場所が多

いにも関わらず、他工事の工事車両の通行や施工に支障を与えない様に日々維持工事を行いまし

た。このように他工事が錯綜する中での月山林道・本沢工事用道路の通行の安全確保、緊急時の

下流域工事への連絡体制及び、工事安全対策協議会における全体調整を報告します。

２．月山林道・本沢工事用道路の通行の安全確保

月山林道・本沢工事用道路は道路幅が狭く見通しの悪いカーブが連続し、路肩は谷となって

いるため危険を抱える工事用道路です。その為、工事車両の交差は大変厳しく、一つ間違えば

工事車両の転落が考えられます。毎年、複数の会社がこの道路を利用することから、工事車両

の安全確保をする為に月山林道（５２箇所）、本沢工事用道路（１０カ所）の待避所を設け、

待避所番号を設置しています。待避所番号の設置を他工事の工事車両及び資材運搬業者には、

工事安全対策協議会の工程調整会議等で周知し、通行の安全を確保する事ができました。

待避所位置図（月山林道・本沢工事用道路）
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月山林道（待避所２０番） 本沢工事用道路（待避所４３番）

３．距離標の設置

林道及び工事用道路は入口からの距離が長いため、緊急時、施工箇所、資材運搬業者の運搬

場所の位置の把握が難しい状況でしたが、工事用道路入り口から１ｋｍごとに距離標を設置す

ることにより問題の解決を図りました。

その結果、工事用道路の位置がすぐに分かり、緊急時の対応、施工箇所の把握、資材運搬車

両の正確な位置が分かることで、工事調整もし易くなり、特に緊急時の対応にあたっては現場

へ移動がスムーズになり、迅速な処理に繋がることができました。

距離標（起点） 距離標（６ｋｍ）

４．下流域工事への連絡体制

平成２３年５月２２日に発生した濁沢川池ノ台の大規模土砂崩壊は更なる土砂流出及び土石流

の発生が考えられる為、流域内で工事を行っている工事関係者への連絡体制を構築することが

重要と考えられました。

立谷沢川流域は広範囲で携帯電話がつながりにくいため、当社に無線基地局を設置し下流域河
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道内の工事を含め連絡体制を確保することにしました。緊急・異常時は無線搭載車及び現場衛

星携帯を使用して、上流域工事から現地情報の連絡をもらい、当社の無線基地基地局から下流

域工事への連絡ができるように連絡体制を構築しました。

無線機搭載車 無線機基地局

立谷沢川流域緊急・異常時連絡体制

５．立谷沢川流域工事安全対策協議会の全体調整

工事安全対策協議会では、立谷沢川流域での工事や

調査等を行う業者、治山工事、東北電力を含め随時工

事工程会議を実施し、工事の調整、月山林道の工事車

両の通行台数、通行する際の安全対策等について打ち

合わせを行い、各社ともに安全管理に努めました。

また、月山林道・本沢工事用道路の通行に支障のあ

る箇所、危険箇所等の発見時は協議会メンバーから報

告してもらいスピーディーな対応が出来ました。 立谷沢川流域工事安全対策協議会
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６．地域住民とのコミニケーション

立谷沢川流域工事安全対策協議会では、流域の地域住民の方々に工事内容や進捗ついて知って

頂く為に、月１回のペースで広報誌「立谷沢川だより」を作成配布し、工事車両通行時の第三者

災害防止を図るとともに地域行事（河川清掃、夏まつり、龍神供養祭など）に積極的に協力し、

地域住民の方々とのコミニケーションに努めました。

平成２３年６月３日（日）に清川地区の運動会があり、当社で清川河川敷グランドの整備を

行った際には、運動会に参加した方々から「大変走りやすい」と温かい言葉を頂いたり、何よ

り子供たちの笑顔が一番嬉しく思いました。この笑顔を見れるように、これからも地域活性化

のために続けていきたいと思います。

グランド整備

立谷沢川だより（第６回） 清川地区運動会

７．おわりに

本工事は平成２４年３月１０日から平成２４年１１月３０日の約９ヶ月の工期の中で施工して

きましたが、この長い期間、無事故で終了できた事を本当に嬉しく思います。現場着工前に現場

調査の結果、危険箇所を早期に発見し対処した事も少なからずあったと思います。今、思えば反省

点もありますが今後の工事に活かして「安全優先」を基本に無事故、無災害を続けていきたいと思

います。これまで施工にあたりご指導して頂いた立谷沢川砂防出張所の方々、本工事や協議会に関

わった方々、地域住民の方々に感謝申し上げます。

12




